
   

   

 

 

     

          

     

  

                    

 

             

     

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今回の博物館だよりは、写真展「明石の日常、明石の特別な日」報告、企画展「くらしのうつりかわり展 おいしいごはんができるまで」 

開催の様子、2023年度展覧会スケジュール発表のお知らせ、春季特別展「写真家が捉えた 昭和のこども」のご案内をお届けします。 

2023 年３月 2 日 

日日 

日

日 

。 

詳しい展覧会情報は当館ＨＰをご覧ください。 

http://www.akashibunpaku.com/ 

 

企画展「くらしのうつりかわり展 おいしいごはんができるまで」 

会期：2023年1月29日（日）～３月21日（火・祝） 

開館時間：９時 30 分～18 時 30 分（入館は 18 時まで） 

観覧料：大人 200 円、大高生 150 円、中学生以下無料 

 

 

 

文化博物館だより 第 592 号 

  

 
企画展「くらしのうつりかわり展 おいしいごはんができるまで」開催中！ ～3 月 21 日(火・祝) 
 
 

写真展「明石の日常、明石の特別な日」報告 1 月 7 日(土)～1 月 29 日(日) 

本展は、会期終了後、展示会場と WEB 上にてご覧いただい

た方からの投票結果により明石の日常賞と明石の特別な日賞

を決定しました。受賞作品、及び、講評は、当館ホームページ

で公開しているので、是非ご覧ください。会期中は、出展作品

に共感する声や展覧会への感想を多数いただきました。本展

を通じて、何気ない日常の尊さや特別な日とは何かについて

思いを巡らせるきっかけになったり、地域の魅力を再発見す 

 

毎年恒例のくらしのうつりかわり展の本年度テーマは、「おいしい

ごはんができるまで」で、機械化される前の時代に農業や漁業で使用

していた道具類他、当時の食卓の様子を紹介しています。本展は、小

学校 3 年生の社会科の教科書に沿った内容で展示しており、今年は、

連日学校からの利用で多くの児童が見学に訪れ、賑わいをみせていま

す。 関連イベントは、魚住文化財収蔵庫でのワークショップ「わら縄

づくり＆しめ縄づくり」と館内にて 1 回目の「おっちゃんの紙芝居」 

 を実施しました。毎年大人気の「おっちゃんの紙芝居」は、今後も会期中の日曜日に開催します。また足踏みミシンのワー

クショップやベーゴマなど懐かしい遊びが体験できるワークショップも予定しています。 

 

講演会「こどもと写真－視線を読み解く」    
子どもたちと写真家の「視線」を手がかりに 

写真を読み解きます。 

 日時：４月９日（日）13：30～15:00 

 講師：佐藤守弘氏（同志社大学文学部教授） 

 会場：２階大会議室 

定員：80 名  

 締切：３月 30日(木)必着 

 

 

本展は、日本の写真史に名を残す写真家が捉えた戦争を始めとする様々な社会問題に直面しつつも元

気よく遊ぶこどもたちの姿を紹介し、昭和の歩みをたどります。 

 【出品写真家】木村伊兵衛、入江泰𠮷、熊谷元一、土門拳、植田正治、桑原甲子雄、飛彈野数右衛門、緑川洋一、 

濱谷浩、山端庸介、林忠彦、井上孝治、岩宮武二、芳賀日出男、長野重一、麦島勝、田沼武能、熊切圭介、齋藤康一 

 

 
《関連イベント》 ※要観覧料 

《2023 年度 当館展覧会スケジュール発表！》   

2023 年度の展覧会スケジュールをホームページに公開しました。ぜひチェックしてみてください。    

https://www.akashibunpaku.com/news/2023-02-21-10-29.html 来年度は下記展覧会からスタートします！  

 

 

 

4 月 1 日より開催！春季特別展「写真家が捉えた 昭和のこども」 

《申し込み方法》 

・WEB フォーム（https://forms.gle/jCUfZEN5TtQEtiot7）、往復はがき、

FAXにてお申込みください。往復はがき、FAXの場合は代表者の郵便番

号・住所・電話番号、参加人数と参加者全員の氏名(１組４名まで)」を、

明記し、春季特別展イベント係までお送りください。返信面に自身の住

所・氏名をご記入の上、当館までお送りください。 

・申し込み者多数の場合は抽選。 

※手話通訳・要約筆記を希望される方は３月３０日(木)までに電話、

FAX、お問合せメールにてご連絡ください。 

※事前申し込み不要のワークショップ「牛乳パックで手づくりカメラ」「変わり兜をつくってみよう」も開催します！詳細は HP を！ 

小学生が展示室を見学する様子 
ワークショップの様子 

る機会になったようでした。また、車いすの方にも楽しんでもらえる高さで展示を行ったり、環境に配慮した展示方法を採

用したり、持続可能な社会に向けて本展で実践した具体的な取り組みを紹介した「ちょこっと SDGs」の展示にも多くの関

心を寄せていただきました。 

 

 
 

 

明石の日常賞《明石の夏》YUKI 明石の特別な日賞《市民のオアシス》Dobby 

http://www.akashibunpaku.com/
http://www.akashibunpaku.com/
https://www.akashibunpaku.com/news/2023-02-21-10-29.html
https://forms.gle/jCUfZEN5TtQEtiot7

